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９月20日～26日は

　毎年、多くの犬や猫が、飼い主の都合により保健所に引き取られてい

ます。動物を飼うときは、次のことを確認してください。

・近所に迷惑を掛けないような飼育環境がある

・家族は動物を飼うことに賛成している

・動物が高齢になっても介護をしてあげられる

・食餌やトイレの始末はしてあげられる

・正しくしつけることができる

　命ある動物の愛護と適正飼育につ

いての関心と理解を深めるため、

「動物の愛護及び管理に関する法律」

に基づき、動物愛護週間が設けられ

ています。この週間を機会に、ペッ

トや身近にいる動物たちについて考

えてみましょう。

　近年、飼い主のモラル低下による苦情やトラブルが増えています。人

に迷惑を掛けないようにしましょう。

◆犬の飼い主の皆さんへ

　無駄吠えなどをしないよう、犬のストレスを減らすためにも、十分

な散歩やしつけをしましょう。

◆猫の飼い主の皆さんへ

　猫は、犬と違い、つないで飼う義務がないた

め、家を自由に出入りし、他人の家の庭を荒ら

したり、ふん・尿で近所に迷惑を掛けたりする

ことがあります。また、猫同士のけんかや接触

から、感染症にかかる危険性もあります。

　猫は家の中で飼うようにしましょう。子猫の頃から家の中で飼って

おけば、ストレスなく環境に適応します。

・犬を散歩させるとき、ふんは必ず持ち帰って自宅で処分

し、尿は水で流すなどの配慮をしましょう

・犬や猫は、しつけ次第で、外で排せつせず、自宅の一定

の場所（トイレ）で排せつするようになります

　犬・猫にとってストレスの

ない生活にするとともに、不

幸な捨て犬・捨て猫を減らす

ため、不妊・去勢手術を受け

させましょう。

　市では、犬や猫の不妊・去

勢手術を行った人に助成金を

支給しています。手術後60
日以内に、環境課へ申請して

ください。

助成金額
・犬（雄）…3,000円
・犬（雌）…4,000円
・猫（雄）…2,500円
・猫（雌）…3,500円
※犬の場合、申請日より過去

１年以内に狂犬病予防注射

を受けた犬に限ります。

動物愛護にかかる予算額〔平成25年度〕
320万６千円

これから動物を飼う人へ

マナーを守ろう

　生後91日以上の犬を飼う場
合、一生涯に一度の登録と、毎

年４～６月の間に狂犬病予防注

射を接種することが義務付けら

れています。

犬を飼うときは
登録と注射が必要です

トイレに
ついて

不妊・去勢手術に助成

動 週
護護護

愛動動 愛
物

環境課（☎�５５４２）

週
間
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今
年
に
入
っ
て
か
ら
７
月
末
ま
で
に
伊
勢
警
察

署
管
内
で
受
け
付
け
た
被
害
届
の
件
数
は
７
３
９

件
で
、
う
ち
伊
勢
市
内
の
件
数
は
約
83
％
の
６
１

５
件
で
す
。
そ
の
う
ち
約
71
％
の
４
３
９
件
が
、

窃
盗
犯（
泥
棒
）に
よ
る
被
害
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
も
後
を
絶
た
ず
、
県
内
で
は
７
月
末
ま
で

に
25
件
発
生
し
て
お
り
、
被
害
額
は
約
４
６
６
０

万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
あ
る
た
め
、

主
な
犯
罪
の
手
口
を
知
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

防
犯
ポ
イ
ン
ト

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
︵
☎
�
５
５
２
３
︶

主な犯罪の手口と対策など

窃盗犯

空き巣狙い・
忍び込み

・窓ガラスを割って侵入する
・施錠忘れのドアや窓から侵入する

・短時間の外出や就寝中も、必ず施錠をする
・窓ガラスに補助錠や警報ブザーを設置する
・窓ガラスに防犯フィルムを貼る

自転車盗・
オートバイ盗

・施錠忘れの物を窃盗する
・鍵を破って窃盗する

・開錠方法の違うタイプの鍵を２つかける
・万が一に備えて防犯登録をしておく

自動車盗
・鍵が差し込まれたままの車や、鍵が運転
席やその周囲に放置された車を狙って窃
盗する

・短時間でも必ず鍵を抜き、施錠する
・自動車盗難防止装置を取り付ける

車上狙い・
部品狙い

・駐車中の車の窓ガラスを割り、鍵を開け
て窃盗する
・施錠忘れや窓ガラスの閉め忘れをした車
から窃盗する

・貴重品やかばん、財布の収納を連想させる上着などを
車内に置きっ放しにしないようにする
・自宅の駐車場でも必ず施錠をし、防犯用の照明設備を
設置する
・監視の目がある明るい駐車場を利用する

ひったくり
・人通りの少ない場所で背後からオートバ
イや自転車などで近づき、強引にかばん
などをひったくる

・明るく人通りの多い道を歩く
・かばんなどは、車が通る側と反対側（建物や壁側）に持
つか、たすき掛けをする

・歩きながら携帯電話などの操作をしない
・自転車の前かごには防犯カバーを付ける

すり
・人混みの中や電車の中などで、他の事に
気を取られている隙に、財布や貴重品を
奪う

・財布の位置は悟られないようにし、ズボンの後ろポケ
ットに入れない
・人混みの中にいる時や電話中は、かばんの口はしっか
り閉じ、体の正面で持つ

置き引き ・ちょっと目を離した隙に、置いてあるか
ばんや荷物を奪う

・かばんなどは、なるべく身に付ける
・荷物はいつも視野に入れる
・コインロッカーなどを利用する

振り込め詐欺

オレオレ詐欺

・子や孫を装い、「示談金・慰謝料・借金
などで、急にお金が必要になった」と言
って慌てさせ、お金を振り込ませる（事前
に「携帯電話番号が変わった」と連絡し、
後で振り込みを要求するケースが多い）

・警察官や銀行協会職員を名乗り、「捕ま
えた犯人があなたの口座を狙っているの
で、現金を預かる」と言って口座から出
金させ、現金を取りに来る

・お金を振り込む前に、子や孫の元の電話番号へ電話し
て確認する
・すぐに振り込まず、家族や警察署、市役所、金融機関
へ相談する
・相手が誰であろうと、キャッシュカードの暗証番号を
教えたり、渡したり、現金を渡したりしない（警察官
や銀行協会職員が現金を預かりに来ることはありませ
ん）

主 な 手 口

主 な 手 口

対 策 な ど

対 策 な ど
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還付金等詐欺

・市役所・社会保険事務所・税務署などの
職員を装い、「医療費・保険料・税金な
どの還付（払い戻し）があるので手続きが
必要です」とうそを言い、ATM（現金自
動預払機）を操作させ、知らないうちに
犯人の口座へ振り込ませる

・市役所・社会保険事務所・税務署などへ確認する（公
的機関が還付〔払い戻し〕をするためにATMの操作を
求めることはありません）

架空請求詐欺

・有料サイトの利用料など、架空の話を口
実に料金を請求する
・無差別にメールを送り付け、リンク先を
クリックしただけで「会員登録されまし
た」と表示し、登録料を請求する

・身に覚えのない請求は無視する
・こちらから相手に連絡はしない
・家族や警察署、市役所へ相談する
・簡易裁判所からの「支払い督促」などは、裁判所に真
偽を確認する

融資保証金
詐欺

・貸金業者を装って融資勧誘のはがきやメ
ールを送り、融資申し込みがあると「手
続きに保証金が必要」などと言い、保証
金をだまし取る

・相手から要求があっても振り込まない（正規の貸金業
者が、融資の前に保証金の振り込みを要求することは
ありません）

悪質商法

電話勧誘販売

・電話を使った販売方法で、強引な勧誘で
うその説明をして契約を迫ったり、「ご
利益がある」「罰が当たる」など、「こん
な良い話をなぜ断るのか」と脅すような
言葉で強引に契約を迫る

・必要でなければ「契約しません」とはっきり断り、す
ぐに電話を切る
・しつこい勧誘が続く場合は、伊勢市消費生活センター
（☎�5717)や警察署へ相談する
※電話勧誘販売による契約の場合、８日以内であれば契
約を解除（クーリングオフ）できます。ただし、商品を
開封したり、一部使用した場合や、3,000円未満の現
金取引の場合、自動車販売の場合などは適用除外です。

家庭訪問販売

・突然家庭を訪問し、商品やサービスなど
を強引に契約させる
・高額の火災警報器を取り付けに来たり、
「水道代が安くなる」と言って水道に器
具を取り付けに来たり、さまざまな手口
で販売をする

・器具を取り付けられてしまっても、要らないものはは
っきりと断る
・訪問販売業者を家の中へ入れない
※訪問販売による契約の場合、８日以内であれば契約を
解除（クーリングオフ）できます。ただし、商品を開封
したり、一部使用した場合や、3,000円未満の現金取
引の場合、自動車販売の場合などは適用除外です。

点検商法

・無料点検・無料診断と称して家庭を訪問
し、最終的には契約をさせようとする
・家の無料診断を持ち掛け、「このままだ
とこの家は危ない」と言ってリフォーム
を勧め、工事契約を迫る

・「家族と相談してから返事します」と言い、その場で
は決して契約をしない

・修理が必要だと思う場合は、他の業者からも見積もり
を取るようにする
※工事契約を結んでも、訪問販売による契約の場合、８
日以内であれば契約を解除（クーリングオフ）できます。

送り付け商法
・注文していない商品を勝手に送り付け、
その人が断らなければ買ったものとみな
して一方的に代金を請求する

・郵便や宅配便で商品を送り付けてきても、身に覚えが
なければ、すぐに送り返すか、商品を受け取った日か
ら14日間を経過した場合は処分する

※期間経過前に商品を使用したり、消費した場合は、購
入を承諾したものとみなされるので注意しましょう。

催眠商法

・「品物を無料で差し上げる」と言って閉
め切った会場に人を集め、言葉巧みに会
場の雰囲気を盛り上げて冷静な判断がで
きないようにさせ、最終的には高額な商
品を売り付ける

・無料という言葉に惑わされない
・自由に出入りできない会場は危険なので、そのような
場所には立ち寄らない
・「買わないと損」という雰囲気にさせられるため、雰
囲気に流されないようにする

かたり商法
・消防署・市役所などの職員や有名企業の
社員を装って家庭を訪問し、消費者をだ
まし安心感を与えて商品を売り付ける

・公的機関の制服のような服装であっても、身分証明証
などを提示させたり、その場で市役所などに電話をか
けるなどして確認する
・決してその場で契約しない

利殖商法
・「元本保証」「値上がり確実」「確実にもう
かる」などと持ち掛け、株の購入や投資
を勧める

・「確実にもうかる」「元本保証」などの甘い言葉をうの
みにしない

・知識のない投資には手を出さない

当選商法
・「あなただけ特別に選ばれました」など
と、有利なことを強調して高額な商品や
サービスを売り付ける

・応募していないものに当選することはないので、覚え
がなければ無視をする
・高齢者に送られてくるダイレクトメールは、家族など
周りも注意する

主 な 手 口 対 策 な ど
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べ
き
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
上

で
、
照
射
方
法
・
治
療
期
間
な

ど
を
検
討
し
、
そ
の
後
、
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
画
像
を
用
い
て
照
射
範

囲
と
治
療
回
数
を
決
定
し
ま

す
。
照
射
開
始
後
は
、
患
者
の

診
察
・
経
過
観
察
も
行
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
今
年
、
２
台
の
Ｃ

Ｔ
と
も
最
新
型
の
も
の
に
更
新

し
ま
し
た
。診
断
用
Ｃ
Ｔ
で
は
、

少
な
い
放
射
線
被
ば
く
で
広
範

囲
の
三
次
元
画
像
が
作
成
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
治
療

計
画
用
Ｃ
Ｔ
で
は
、
大
口
径
に

よ
り
治
療
時
と
同
じ
体
位
で
撮

影
で
き
、
よ
り
正
確
に
三
次
元

的
な
治
療
計
画
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

さ
ら
に
安
全

で
高
精
度
の

診
断
・
治
療

を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

放
射
線
科
で
は
、
３
人
の
常

勤
専
門
医
と
１
人
の
非
常
勤
専

門
医
が
「
画
像
診
断
」
と
「
放

射
線
治
療
」
の
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

画
像
診
断
の
主
な
仕
事
は
、

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
検
査
に

つ
い
て
、
撮
影
法
の
指
示
を
行

い
、
撮
影
さ
れ
た
画
像
に
つ
い

て
画
像
診
断
の
報
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
カ
テ

ー
テ
ル
を
血
管
内
に
挿
入
し
て

画
像
を
撮
影
す
る
血
管
造
影
も

行
っ
て
お
り
、
が
ん
を
育
て
る

血
流
を
止
め
た
り
、
薬
剤
を
注

入
す
る
治
療
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
仕
事
で
は
、

院
内
や
院
外
か
ら
紹
介
さ
れ
た

患
者
を
診
察
し
、
照
射
を
行
う

　放射線治療は、手術・抗がん剤治療と並ぶがん治療３本柱の一つで、電磁波（Ｘ線・ガンマ線）や粒

子線（電子線・陽子線・炭素線）をがん細胞に照射することで最終的に治癒を目指す治療です。手術と

違い、臓器の形や機能の温存が可能で、通院でも治療できる体に負担の少ない治療です。

　近年は、急速に放射線治療の高精度化が進んでいます。今回は、高精度放射線治療である「強度変

調放射線治療（ＩＭＲＴ）」と、現在準備中の「体幹部定位放射線治療（ＳＢＲＴ）」を紹介します。

　ＩＭＲＴでは、従来は困難であった、がん病

巣に接する正常組織（臓器）を避けて放射線照射

を行うことが可能なため、副作用の危険性を下

げながら治癒率の向上が期待できます。近年、

前立腺がんに対して盛んに行われており、県内

の施設から多くの患者を紹介していただいてい

ます。このほか、脳・頭頸部・脊椎・骨盤でも

治療実績があり、最近は再発病変に対する再照

射も行っています。

　人体には、放射線に対する耐容（限界）線量が

あるため、原則として同じ場所には２度目の放

射線照射は行いません。しかし、ＩＭＲＴを使

えば２度目の照射ができる場合があり、再発病

変に対する治療が行えるようになりました。

　ＳＢＲＴは、短期間でピンポイントに放射線照

射を行う治療です。

　ここでは、小型肺がんについて紹介します。原

発性（その臓器が発生元のもの）では５cm以下の
がんが対象となりますが、特に３cm以下の小型
肺がんで優れた治療成績が報告されています。転

移性（他の臓器から転移したもの）では、肺以外に

転移のない３個までの転移がん（大きさは原発性

に準ずる）が対象です。これらは、手術に適さな

い人でも治療可能です。また、肺がんは呼吸で動

きますが、当院では、肺がんが一定の場所に来た

ときにだけ放射線を照射する「待ち伏せ照射（呼

吸同期照射）」も可能となる予定です。

放射線治療について特集

放
射
線
科

診
療
科
紹
介
！

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑥

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室︵
☎
�
９
０
５
３
︶

①強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） ②体幹部定位放射線治療（ＳＢＲＴ）

診断用CT（80列CT）

　当院では、最先端の高精度放射線治療を実施（予定）していますが、今後も安心で質の高い治療を

提供できるよう努力していきます。
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で
は
、
自
治
会
な
ど
の
寄
付
を

い
た
だ
い
て
作
っ
た
「
古
市
参

宮
街
道
」
と
書
か
れ
た
旗
を
、

街
道
沿
い
の
お
宅
に
掲
げ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

活
動
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、

基
本
計
画
も
随
時
見
直
し
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
会
が
で
き
る

こ
と
は
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、

誇
り
の
持
て
る
、
安
心
・
安
全

で
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

や
さ
し
さ
委
員
会

テ
ー
マ
：
買
い
物
弱
者
の
対
処

の
推
進

　

現
在
は
、テ
ー
マ
を
広
げ
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
を

対
象
と
す

る
「
に
こ

に
こ
キ
ッ

ズ

サ

ロ

ン
」
へ
の

支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
買
い
物
弱
者
対
策

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

に
ぎ
わ
い
委
員
会

テ
ー
マ
：
旧
参
宮
街
道
の
賑に

ぎ

わ

い
の
復
活

　

街
道
を
歩
き
、
ま
ず
街
道
へ

の
彩
り
を
考
え
ま
し
た
。

　

「
光
れ
伊
勢
街
道 

夢
お
こ
し

の
会
」
か
ら
行あ

ん

灯ど
ん

の
協
賛
を
い

た
だ
き
、
６
月
29
日
に
修
道
小

学
校
で
点
灯
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
「
行
灯
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
自
治
会
と
街
道
沿

い
の
お
宅
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
毎
月
一つ

い

日た
ち

と
盆
と
大
み
そ

か
に
行
灯
の
点
灯
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
旗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

◆
各
委
員
会
の
取
り
組
み

あ
ん
し
ん
委
員
会

テ
ー
マ
：
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
蛍
光
灯
よ
り
消

費
電
力
が
少
な
く
、
耐
用
年
数

が
長
い
の
で
、
交
換
の
手
間
が

省
け
、
電
気
代
の
節
約
が
可
能

で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
削

減
さ
れ
ま
す
。
学
区
内
の
各
自

治
会
で
市
の
助
成
金
を
活
用

し
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
安
心
・
安
全
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
出
た
意
見

を
「
自
治
会
で
実
行
」「
ま
ち
づ

く
り
会
で
実
行
」「
両
者
で
相
談

し
な
が
ら
実
行
」
に
整
理
し
、

緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
た
災

害
時
の
電
源
確
保
の
た
め
の
防

災
資
機
材
を
修
道
地
区
防
災
計

画
に
基
づ
き
購
入
し
た
ほ
か
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て

防
災
講
習
会

を
開
き
ま
し

た
。

◆
修
道
ま
ち
づ
く
り
会

　

基
本
計
画

　

修
道
ま
ち
づ
く
り
会
で
は
、

「
私
た
ち
、
孫
た
ち
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
み
ん

な
の
力
を
結
集
し
て
、『
活
気

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
』
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
」

を
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
課
題
を
掲
げ
、「
あ

ん
し
ん
委
員
会
」「
や
さ
し
さ
委

員
会
」「
に
ぎ
わ
い
委
員
会
」
を

設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く

り・
住
ん
で
い
る
人
に
や
さ
し
く
、

健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

・
活
力
が
あ
り
、
未
来
に
希
望

が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

修
道
ま
ち
づ
く
り
会
は
、
平

成
24
年
６
月
16
日
に
、
３
つ
の

テ
ー
マ
を
持
っ
て
設
立
し
ま
し

た
。

　

同
会
で
は
、
３
つ
の
委
員
会

が
「
修
道
ま
ち
づ
く
り
会　

基

本
計
画
」
に
沿
っ
て
活
動
し
て

お
り
、
毎
月
、
役
員
会
と
各
委

員
会
を
開
催
し
、
で
き
る
こ
と

か
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

修
道
学
区
の
各
自
治
会
・
関

係
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
人
と
公

募
で
選
ば
れ
た
人
が
、
委
員
会

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
テ
ー
マ

・
あ
ん
し
ん

・
や
さ
し
さ

・
に
ぎ
わ
い

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

市
民
交
流
課
︵
☎
�
５
５
６
３
︶

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

修
道
ま
ち
づ
く
り
会

活
動
紹
介

にこにこキッズサロン

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
推
進
に
か

か
る
経
費︹
平
成
25
年
度
予
算
額
︺

６
１
６
０
万
円

防
犯
灯

防災講習会

行灯

旗
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小
・
中
学
校
の
現
状
を
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
で
見

て
み
る
と
、
36
校
中
29
校
の
校

舎
が
、
建
築
後
20
年
以
上
を
経

過
し
て
い
ま
す
。
校
舎
と
体
育

館
を
合
わ
せ
た
総
延
べ
床
面
積

は
18
万
３
６
９
㎡
で
、
市
が
保

有
す
る
建
物
全
体
の
４
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー

ジ
参
照
）

　

総
延
べ
床
面
積
を
児
童
・
生

徒
数
で
割
る
と
、
１
人
当
た
り

約
16
・
７
㎡
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
別
に
１
人
当
た
り
の

床
面
積
を
算
出
す
る
と
、
最
大

と
最
小
の
学
校
で
は
５
倍
以
上

の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

全
体
コ
ス
ト
を
児
童
・
生
徒

数
で
割
る
と
、
１
人
当
た
り
約

10
万
３
２
２
８
円
に
な
り
ま

　

今
回
は
小
・
中
学
校
の
現
状

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
公
立
の
小
学
校

が
24
校
、
中
学
校
が
12
校
、
合

わ
せ
て
36
校
あ
り
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
数
は
、
昭
和
57

年
の
ピ
ー
ク
時
に
２
万
人
を
超

え
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
に
は

１
万
７
７
６
人
と
半
数
近
く
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）

　

少
子
化
が
進
む
中
、
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
望
ま

し
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
計
画
的
に
学
校
施
設
の
配

置
の
見
直
し
や
施
設
の
更
新
を

進
め
て
い
ま
す
。

資
源
び
ん

　

資
源
び
ん
と
は
、
飲
み
物
や

化
粧
品（
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
除
く
）

な
ど
の
入
っ
て
い
た
び
ん
で
す
。

　

資
源
び
ん
に
も
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
金
属
製
の
も
の
な
ど
の

異
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

異
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
、

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装

と
は
、
商
品
が

入
っ
て
い
た
容

器
や
商
品
を
包
ん
で
い
た
包
装

で
、
プ
ラ
マ
ー
ク（
右
図
参
照
）

が
付
い
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
食
品
な
ど
が
入
っ
て
い
た
容

器
や
汚
れ
の
付
い
た
包
装
は
、

洗
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
洗
っ
て
も
汚
れ
が
落
ち
な
い

も
の
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
以
外
の
も
の
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

異
物
を
混
入
し
な
い
で
！

　

資
源
物（
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
）
に
異
物
が
混

入
し
て
い
る
事
例
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

異
物
が
あ
る
と
、
資
源
物
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
支
障
を

来
し
ま
す
。
ま
た
危
険
物
の
混

入
に
よ
る
収
集
・
処
理
時
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
正
し
い
分
別

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

め
ざ
せ
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

清
掃
課︵
☎
�
１
４
４
３
︶

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
に
ご
協
力
を
！　
　
　
　

◆割れた資源びん
→ガラス・くずびん類

◆農薬などの薬品を入れて再利用したびん
→缶・金属類

◆マニキュアのびん
→缶・金属類

こんなびんはどこへ出すの？

容器包装ではないプラスチック製
品や資源びんが混入しています。
プラスチック製品（洗面器やバケ
ツなど）は「燃えるごみ」に出し
てください。

プラスチック製のふたは「プラスチッ
ク製容器包装」に、びんは「資源びん」
に出してください。ふたが外れない場
合は「資源びん」に出してください。

シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
︵
☎
�
５
５
４
８
︶

公
共
施
設
に
つ
い
て

 考
えよう！

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

学
校
施
設
の
多
機
能
化
が
必
要
で
す

9

実際の異物

プラマーク
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ン
を
３
回
も
実
施
し
、
実
現
可

能
な
案
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
式
年
遷
宮
の
年
で
す

が
、
御
遷
宮
関
連
の
展
示
は
他

で
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
あ

え
て
身
近
な
内
容
の
展
示
を
行

い
た
い
と
い
う
実
習
生
の
思
い

か
ら
、「
伊
勢
の
文
芸
」
と
「
伊

勢
の
風
呂
文
化
」
に
つ
い
て
の

展
示
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

実
習
生
の
約
半
年
間
の
汗
と

涙
の
結
晶
で
あ
る「
卒
業
展
示
」

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
芸
員
課
程
卒
業
展
示

と
き　

11
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学
研
究
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
佐
川
記
念
神

道
博
物
館

内
容　

伊
勢
の
文
芸
、
伊
勢
の

風
呂
文
化
に
つ
い
て
の
展
示

催
さ
れ
て
お
り
、展
示
内
容
は
、

例
年
、
伊
勢
市
を
中
心
に
県
南

部
に
関
わ
る
テ
ー
マ
が
多
く
、

市
内
在

住
者
が

多
い
来

館
者
に

は
親
し

み
深
く

好
評
で

す
。

　

こ
の
実
習
で
は
、
資
料
の
調

査
・
研
究
、
展
示
企
画
案
の
策

定
、
関
係
機
関
や
個
人
所
蔵
者

と
の
出
展
交
渉
を
は
じ
め
、
ポ

ス
タ
ー
作
成
や
資
料
の
借
用
・

返
却
な
ど
多
く
の
作
業
が
あ
り

ま
す
。
自
ら
で
展
覧
会
を
開
催

で
き
る
と
い
う
期
待
感
と
と
も

に
、
大
学
の
講
義
に
加
え
、
卒

業
論
文
や
各
種
実
習
、
就
職
活

動
な
ど
が
あ
る
中
で
の
大
変
な

実
習
と
な
り
ま
す
。

　

実
習
生
は
、
学
芸
員
と
し
て

の
基
本
的
知
識
・
技
術
を
習
得

し
て
い
る
も
の
の
、
展
示
経
験

が
な
く
、
現
実
味
の
な
い
企
画

案
を
出
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
企
画
案
に

つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

　

毎
年
当
館
で
は
、「
学
芸
員

課
程
卒
業
展
示
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皇
學
館
大

学
の
博
物
館
学
芸
員
課
程
４
年

生
が
展
覧
会
の
企
画
か
ら
運
営

ま
で
の
全
て
に
関
わ
り
、
自
主

企
画
展
を
開
催
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。「
卒
業
展
示（
卒
展
）
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
今
年
で

９
年
目
に
な
り
ま
す
。
皇
學
館

大
学
の
大
学
祭
に
合
わ
せ
て
開

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
は
、
体
育
施
設
な

ど
の
一
般
開
放
は
進
ん
で
い
ま

す
が
、
施
設
が
持
つ
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
性
質
も
踏
ま
え
、

施
設
を
多
機
能
化
し
、
周
辺
の

施
設
機
能
を
集
約
し
て
い
く
な

ど
し
、
そ
の
活
用
方
法
を
柔
軟

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

す
。
コ
ス
ト
が
最
大
の
学
校
と

最
小
の
学
校
で
は
９
倍
以
上
の

差
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
増
大
と
と
も
に
、
少
子
化
に

よ
る
学
校
間
の
差
が
ま
す
ま
す

広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
施
設
全
体
の
見
直
し
に

お
い
て
は
、
市
の
建
物
の
４
割

以
上
を
占
め
て
い
る
学
校
施
設

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎�７８８５）

だより18

　

今
回
は
、﹁
皇
學
館
大
学
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
佐
川
記

念
神
道
博
物
館
﹂
の
千
枝
大
志

さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。

学
芸
員
課
程
卒
業
展
示

所 在 地　神田久志本町1704
電話番号　�6471
開館時間　9：00～16：00（土曜日は
12：00まで）　※閉館時間の30
分前までに入館してください。

休 館 日　日曜日・祝日・振替休
日・10/17・12/28～1/4・4/30
　※他にも臨時休館日あり。
入 館 料　無料

皇學館大学研究開発推進センター
佐川記念神道博物館

小・中学校施設の１年間のコストと児童・生徒数

※個々の施設情報については、公共施設マネジメント白書に掲載
しています。白書は、市のホームページや主要な公共施設でご
覧いただけます。

昨年の卒業展示の様子

学校施設の全体コスト 児童・生徒数の推移

11億1,238万円

昭和57年
20,043人

平成23年
10,776人

学校

学校の総延べ床面積

18万369㎡

44％
市の建物の
総延べ
床面積
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ー
テ
ィ
ー
で
は
、
在
日
外
国
人

に
自
国
の
家
庭
料
理
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
企

画
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
機
関
紙
「
フ
ィ
ロ
ス
」
に

は
、
活
動
報
告
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

外
国
人
と
交
流
し
た
い
人
、

外
国
の
文
化
な
ど
を
学
び
た
い

人
な
ど
、
国
際
交
流
・
異
文
化

理
解
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
当
協
会
の
活
動
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

当
協
会
は
、
国
際
交
流
お
よ

び
国
際
親
善
を
促
進
し
、
国
際

相
互
理
解
を
深
め
、
国
際
感
覚

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
い
せ
日
本
語

教
室
・
国
際
理
解
講
座
・
世
界

の
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー
・
イ
ベ
ン

ト
企
画
・
機
関
紙
発
行
な
ど
で

す
。

　

い
せ
日
本
語
教
室
は
、
毎
週

火
・
木
曜
日
に
、
外
国
人
の
日

本
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
２

回
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー（
ゆ
か

た
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
）
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
国
際
理
解
講
座
は
、
普

段
は
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
こ
な
い

世
界
の
姿
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
師

を
招
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
映
画
の
上
映
を
行

っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
料
理
パ

が
育
つ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
若
者
を
育
て
る

伊
勢
の
土
地
柄
は
、
地
域
の

人
々
が
伝
統
を
守
り
な
が
ら
若

者
を
育
て
て
き
た
か
ら
な
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

先
達
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

若
者
自
身
は
、失
敗
を
恐
れ
ず
、

ま
ず
自
分
た
ち
の
や
り
方
で
地

域
や
世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

市
民
活
動
を
し
て
い
る
人
た

ち
に
よ
る
と
、
既
存
の
団
体
に

若
者
を
取
り
込
む
の
で
は
な

く
、
若
者
の
団
体
を
応
援
し
た

り
、
見
守
っ
た
り
、
時
に
は
一

緒
に
事
業
を
し
た
り
し
て
、
別

団
体
と
し
て
若
者
の
活
動
を
支

援
す
る
方
が
、
活
動
す
る
若
者

　

お
白
石
持
行
事
も
一
段
落
し
、

い
よ
い
よ
遷
宮
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

　

伊
勢
で
は
、
遷
宮
と
い
う
20

年
に
一
度
の
大
き
な
行
事
が
あ

る
た
め
か
、「
次
世
代
を
育
て

る
」
と
か
「
若
い
世
代
を
温
か

く
見
守
る
」
と
い
う
精
神
が
他

の
地
域
に
比
べ
て
強
く
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
人
々
に
も
、

こ
の
よ
う
な
精
神
が
深
く
根
付

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

若
者
が
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
う
と
き
、
心
配
に
な
る

事
務
局︵
☎
�
５
５
４
９︹
市
民
交
流
課
︺︶

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.47

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー︵
☎
⑳
４
３
８
５
︶

パルティ４コマ劇場

秋
の
海
も

気
持
ち
い
い
ね
。

な
ん
だ
？

サ
メ
？　

サ
メ
!!　

泳
げ
な
い
！

泳
げ
な
い
！

助
け
て
！　

パ
ル
テ
ィ

ぼ
く
た
ち
に

任
せ
て
！

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料︹
平
成
25
年
度
︺

１
１
８
７
万
円

利
用
人
数︹
平
成
24
年
度
︺

５
万
８
５
２
５
人

ゆかたパーティーの様子
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が
普
通
の
生
活
に
戻
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
被
害
者
や
そ
の
家

族
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た

め
、
み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
・
県
・
市
・
警
察

な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
手
を
差
し
伸

べ
、
社
会
全
体
が
連
携
し
て
被

害
者
を
支
え
る
こ
と
が
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

■
相
談
電
話

み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・

７
８
３
０
）

　

多
く
の
人
は
、
自
分
が
事
件

や
事
故
の
被
害
者
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
誰
で

も
事
件
や
事
故
の
被
害
者
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

事
件
や
事
故
の
被
害
者
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
人
や
そ
の
家
族

は
、
悩
み
、
苦
し
み
ま
す
。
体

へ
の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

身
体
の
不
調
や
医
療
費
な
ど
の

経
済
的
負
担
な
ど
、
生
活
全
般

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
ま
す
。

　

突
然
、
事
件
や
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
被
害
者
や
そ
の
家
族

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
材料（２人分）

作り方
１　ひじきは水で戻し、熱湯でさっとゆでる。
２　切り干し大根は水で戻し、水気を切ってから食べやすい長さに

切り、熱湯をかける。
３　人参、キュウリは千切りにする。
４　ささみは、酒を振って、ゆでる（またはラップをして電子レン

ジで約２分加熱する）。冷ましてから、細かく裂く。
５　Ａの調味料を合わせ、１～４をあえる。

　食物繊維には、健康維持に欠かせないさまざまな良い働きがあります。また、食物繊維の多い食品は、よくかん
で食べる必要があるため、早食いによる肥満の予防に役立ちます。積極的に食べるよう心掛けましょう。

ブロッコリー、ゴボウ、ホウレン草、切り干し大根、おから、ひじき、わかめ、こんにゃく
など

※上記以外にも、野菜類・海藻類・きのこ類は、低カロリーで食物繊維を多く含みます。

※現在治療中の人は、かかりつけ医の指示を守ってください。

一口メモ 今回のテーマは「食物繊維たっぷり低カロリーレシピ」

１人分の栄養価
95kcal／たんぱく質8.3g／脂質3.3g／塩分1.1g

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」を掲載しています。
市のホームページ「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎�２４３５）

芽ひじき･････････････････ 6g
切り干し大根････････････ 10g
人参････････････････････ 30g
キュウリ････････････････ 40g
鶏ささみ････････････････ 60g
酒･････････････････小さじ1/2

　　しょうゆ･････････小さじ2
　　ごま油･････････大さじ1/2
　　みりん･････････小さじ1/2
　　だし汁･･･････････大さじ1
　　こしょう････････････少々

◆ひじきと切り干し大根の
シャキシャキサラダ◆ Ａ

低カロリー
4 4 4 4 4

で

食物繊維を多く
含む食品

一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

犯
罪
被
害
者
と

そ
の
家
族
の
人
権

11月25日～12月１日

犯罪被害者週間
　犯罪被害者などの名誉や生活の平

穏への配慮の重要性について、国民

の理解を深めることを目的に、啓発

事業を実施しています。
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◆
認
定
結
果
が
﹁
要
介
護
﹂
の
人

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
介
護
が
中
心
か
リ
ハ
ビ

リ
が
中
心
か
な
ど
に
よ
っ
て
入

所
す
る
施
設
を
選
択
し
、直
接
、

施
設
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、入
所
す
る
ま
で
の
間
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
認
定
結
果
が
﹁
要
支
援
﹂
の
人

　

要
支
援
の
人
は
、
介
護
保
険

施
設
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
施
設
の
利
用
者
負
担
も
１

割
で
す
か
？

Ａ
．施
設
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
、

要
介
護
度
や
施
設
の
種
類
、
部

屋
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

費
の
１
割
に
加
え
、
居
住
費
・

食
費
・
日
常
生
活
費
な
ど
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
く
ら
い

使
え
ま
す
か
？

Ａ
．
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
要

介
護
状
態
区
分（
要
介
護
度
）に

応
じ
て
、
１
カ
月
の
利
用
限
度

額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
左

表
参
照
）

　

利
用
限
度
額
の
範
囲
内
で
利

用
す
る
と
き
は
、
自
己
負
担
は

１
割
で
す
が
、
利
用
限
度
額
を

超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
、
超
え
た
分
に
つ
い
て

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
相
談

や
作
成
に
か
か
る
費
用
は
全
額

が
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る

た
め
、
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
一

覧
は
、
認
定
結
果
に
同
封
し
ま

す
。
一
覧
表
に
載
っ
て
い
な
い

市
外
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
ど
の

よ
う
に
選
べ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
．
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介

護
の
知
識
を
幅
広
く
持
っ
た
専

門
家
で
、
５
年
ご
と
に
資
格
を

更
新
し
ま
す
。

　

事
業
所
を
選
ぶ
と
き
の
手
助

け
と
な
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
事
業
所

の
所
在
地
・
電
話
番
号
・
特
色

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
中
か

ら
、
自
分
に
合
っ
た
事
業
所
・

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.kaigo

kensaku.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

で
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送

る
た
め
に
、
介
護
・
保
健
・
福

祉
な
ど
の
相
談
に
対
応
す
る
総

合
機
関
で
す
。
お
住
ま
い
の
地

域
別
に
、
市
内
に
４
カ
所
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
問
い
合
わ
せ
先
は
、
認
定
結

果
に
同
封
し
ま
す
。

◆
認
定
結
果
が
﹁
要
介
護
﹂
の
人

　

要
介
護
１
〜
５
の
人
は
、
生

活
機
能
の
維
持
や
改
善
を
図
る

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ
依

頼
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
も
ら
い
ま
す
。

○
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

都
道
府
県
の
指
定
を
受
け
た

機
関
で
、
現
在
、
市
内
に
約
40

カ
所
あ
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）が
、

要
介
護
認
定
の
申
請
代
行
や
ケ

　

今
回
は
、
要
介
護
・
要
支
援

の
人
が
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
そ
の
利
用
方
法
、
自
己

負
担
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
認
定
結
果
が
﹁
要
支
援
﹂
の
人

　

認
定
結
果
が
要
支
援
１
ま
た

は
２
の
人
は
、
生
活
機
能
の
低

下
が
軽
い
の
で
、
要
介
護
へ
移

行
し
な
い
た
め
に
生
活
機
能
を

改
善
す
る
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

依
頼
し
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

サ
ー
ビ
ス
利
用
と
自
己
負
担

介
護
保
険
課
︵
☎
�
５
５
６
０
︶

介
護

　

次
回
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

在
宅
生
活
を
続
け
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
き

介
護
保
険
施
設
に

入
所
し
た
い
と
き

在宅サービスの利用限度額
区　　　分 １カ月の利用限度額

軽

重

要支援１  49,700円
要支援２ 104,000円
要介護１ 165,800円
要介護２ 194,800円
要介護３ 267,500円
要介護４ 306,000円
要介護５ 358,300円

※利用限度額までは自己負担は１割です。（超え
た分は全額自己負担）
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審
査
方
法

・
１
次
審
査（
10
月
下
旬
）…
書

類
審
査
に
よ
り
５
〜
10
点
程
度

を
選
出

・
２
次
審
査（
11
月
上
旬
）…
商

品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

質
疑
応
答（
食
品
部
門
は
試
食

審
査
あ
り
）

※
材
料
費
や
製
造
・
加
工
・
運

搬
に
か
か
る
費
用
な
ど
、
応
募

に
関
す
る
一
切
の
費
用
は
自
己

負
担
と
し
ま
す
。

行
い
、
あ
と
一
歩
の
工
夫
で
新

し
い
土
産
物
と
な
る
優
秀
商
品

を
原
則
１
点
ず
つ
選
出
し
ま
す
。

　

各
部
門
の
優
秀
商
品
に
つ
い

て
は
、
専
門
家
に
よ
る
商
品
力

強
化
支
援
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
で
事
業
を
営

ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
か

ら
市
内
で
創
業
す
る
人

応
募
要
件　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
商
品

・
新
た
に
開
発
す
る
、
ま
た
は

１
年
以
内
に
開
発
し
た
商
品

・
土
産
物
と
し
て
、
購
入
し
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
想
定

で
き
る
商
品

・
継
続
し
て
販
売
で
き
る
商
品

※
２
次
審
査
で
、
食
品
部
門
は

試
食
品
10
個
程
度
、
工
芸
部
門

は
試
作
品
を
用
意
で
き
る
こ
と
。

募
集
期
間　

10
月
18
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）ま
で

※
応
募
方
法
・
審
査
基
準
な
ど

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ（
同
会
議

所
お
よ
び
市
産
業
支
援
課
に
あ

り
ま
す
）
ま
た
は
同
会
議
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

ise-cci.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

御
遷
宮
を
機
に
伊
勢
志
摩
を

訪
れ
る
観
光
客
に
、
こ
れ
ま
で

の
土
産
物
に
加
え
、
全
国
各
地

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
る
新
し

い
土
産
物
の
開
発
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
事
業
所
の
活
性
化
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、「
伊
勢
の
新
し

い
お
み
や
げ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

食
品
部
門
・
工
芸
部
門
の
２

部
門
に
分
け
て
コ
ン
テ
ス
ト
を

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

は
、
食
品
購
入
の
際
に
、
表
示

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
に
つ

い
て
は
、
特
定
原
材
料
７
品
目

の
ほ
か
、
過
去
に
一
定
の
頻
度

で
発
症
が
報
告
さ
れ
た
18
品
目

に
つ
い
て
も
表
示
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
特
定
原
材
料
７
品
目
⋮
卵
、

乳
、
小
麦
、
ソ
バ
、
落
花
生
、

エ
ビ
、
カ
ニ

○
表
示
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
18

品
目
⋮
オ
レ
ン
ジ
、
リ
ン
ゴ
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
バ
ナ
ナ
、

モ
モ
、
ク
ル
ミ
、
大
豆
、
マ
ツ

タ
ケ
、
ヤ
マ
イ
モ
、
牛
肉
、
鶏

肉
、
豚
肉
、
ア
ワ
ビ
、
イ
カ
、

イ
ク
ラ
、
サ
ケ
、
サ
バ
、
ゼ
ラ

チ
ン

　

コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、食
品
を
製
造
す
る
工
程
で
、

機
械
や
器
具
か
ら
ア
レ
ル
ゲ
ン

（
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
原
因

と
な
る
物
質
）
が
意
図
せ
ず
に

混
入
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
含

む
加
工
食
品
に
つ
い
て
は
、
健

康
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
、
発
生
率
・
重
篤
度
を
考
慮

し
、
７
品
目
が
特
定
原
材
料
と

し
て
表
示
を
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
止
策
の
徹
底
を
図

っ
て
も
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
場

合
に
は
、「
本
製
品
の
製
造
ラ

イ
ン
で
、
落
花
生
を
使
用
し
た

製
品
も
製
造
し
て
い
ま
す
」
な

ど
の
注
意
喚
起
の
表
示
を
す
る

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成25年度〕
699万９千円（うち県補助
金434万３千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

︵
☎
�
５
７
１
７
︶

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

っ
て
何
？

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
�
５
１
５
３
）

伊
勢
の
新
し
い
お
み
や
げ

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
を
募
集

広
告
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
効
果
的
に

行
う
た
め
に
は
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
体
づ
く
り

も
必
要
で
す
。
今
回
の
講
座
で

は
、
楽
し
く
歩
く
た
め
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
方
法
を
身
に
付

け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

10
月
11
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
の
話
と
実
技
指
導

講
師　

小
木
曽
一
之
さ
ん（
皇

學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
☎
�
０
６
８
３
）

へ

　

こ
れ
か
ら
起
業
し
た
い
女
性

や
、
起
業
し
て
間
も
な
い
女
性

を
対
象
に
起
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
起
業
の
心
得
を
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

９
月
28
日
㈯
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
・
研
修
室

内
容　

女
性
に
よ
る
起
業
の
状

況
や
そ
の
必
要
性
と
課
題
の
把

握
、
や
る
気
と
悩
み
の
共
有
、

先
輩
女
性
起
業
家
の
体
験
談
、

起
業
の
心
構
え
な
ど

講
師　

疋ひ
き

田た

眞
也
さ
ん（
有
限

会
社
ヒ
キ
タ
経
営
情
報
事
務

所
・
中
小
企
業
診
断
士
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

受
講
料　

１
０
０
０
円（
資
料

代
を
含
む
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー（
FAX
�
８

８
５
１
）へ

　

秋
山
則
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
三
重
み
な
み
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
育
児
の
悩
み
や
喜
び
を
、

カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル（
喫
茶
形
式
）

で
気
軽
に
話
し
合
い
ま
す
。

と
き　

９
月
27
日
㈮
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時（
途
中
入
退
室

可
）

※
秋
山
則
子
さ
ん
と
話
を
し
た

い
人
は
、
午
前
中
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階
れ
い
ん
ぼ

う
ル
ー
ム

対
象　

子
育
て
中
の
人（
子
ど

も
連
れ
の
参
加
も
可
能
）

申
し
込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
FAX
�
５
６

４
２
、
ア
ド
レ
スko

uryu@

city.ise.m
ie.jp

）へ

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

年
間
皆
出
席
者
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰
、
午
前
８

時
〜
10
時（
雨
天
の
場
合
は
10

月
13
日
㈰
に
延
期
）

と
こ
ろ　

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野の

名な

面つ
ら

橋

集
合
場
所

・
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各

自
治
区
が
指
定
す
る
場
所

・
一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館

北
側（
外
城
田
川
堤
防
側
）

内
容　

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み

拾
い

持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服

装
・
軍
手
・
鎌
な
ど

　

体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

10
月
20
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

※
午
前
中
に
終
了
し
ま
す
。

集
合
場
所　

二
見
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

参
加
費　

10
円（
当
日
持
参
）

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
は
、
午
前
７
時

に
開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

催
し
物

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
�
７
８
９
１
）

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
・

外
城
田
川
河
川
美
化
協
力
会

（
☎
�
７
８
５
８
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

外
城
田
川
清
掃
活
動

予
算
額︹
平
成
25
年
度
︺

30
万
円（
５
回
分
）

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画

れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢（
☎
�
５
５
１
３
）

れ
い
ん
ぼ
う
カ
フ
ェ

子
育
て
世
代
の
し
ゃ
べ
り
場

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
６
７
７
）

女
性
の
た
め
の

起
業
セ
ミ
ナ
ー

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

楽
し
く
歩
く
た
め
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

仲
秋
の
二
見
浦
展
望
コ
ー
ス

︵
８
㎞
︶
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と
き　

10
月
１
日
㈫
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
２
階

２

－

１
会
議
室

内
容　

地
価
・
地
代
・
家
賃
・

土
地
利
用
に
関
す
る
相
談

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
犯
罪
・
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
重

矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
５
日
㈯
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

三
重
刑
務
所（
津
市

修
成
町
16

－

１
）

内
容　

受
刑
者
が
社
会
復
帰
の

願
い
を
込
め
て
製
作
し
た
刑
務

所
作
業
製
品
の
展
示
・
即
売
、

パ
ネ
ル
な
ど
の
資
料
展
示
な
ど

満
た
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

教
室
名
・
と
き
・
内
容
・
定
員
・

持
ち
物　

下
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
で
昭
和
28
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
原
則
、
受
講
経
験
の
あ
る
人

は
、
同
じ
教
室
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　

10
月
４
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

教
室
名
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
同
協
議
会
同
支

所（
〒
516

－

0076
八
日
市
場
町
13

－

１
）へ

※
往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１

教
室
し
か
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
数
が
定
員
の
半
数
に

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ま

た
初
心
者
で
も
、
好
き
な
時
に

気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

種
目　

Ｈヒ

ッ

プ

ホ

ッ

プ

Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス

と
き　

10
月
４
日
〜
11
月
22
日

の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
30

分
〜
９
時（
計
８
回
）

と
こ
ろ　

倉
田
山
中
学
校
・
体

育
館

講
師　

西
本
真
樹
さ
ん

参
加
費　

１
回
１
０
０
円（
保

険
料
を
含
む
、
当
日
持
参
）

※
市
内
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
無
料
。

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
学
校
行
事
な
ど
で
開
催
日
を

変
更
す
る
場
合
や
、
天
候
な
ど

に
よ
り
急
に
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
教
室
開
催
中
の
事
故
に
つ
い

て
は
、
応
急
処
置
お
よ
び
保
険

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
�
７
８
９
１
）

（
後
期
分
）

み
ん
な
で
学
校
へ
集
ま
ろ
う

の
補
償
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

予
算
額︹
平
成
25
年
度
︺

28
万
８
千
円（
前
期
・
中
期
分

を
含
む
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢
支
所

（
☎
�
２
４
２
５
）

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

短
期
は
つ
ら
つ
教
室

福祉健康センター短期はつらつ教室
教室名 と　　き 内　　　容 定員 持　ち　物

デジカメ
教室

10月23日㈬・11月６
日㈬・13日㈬・12月
４日㈬、９：30～11：
30（計４回）

デジタルカメラ・スマー
トホンで撮った写真をパ
ソコンへ取り込み、はが
きやうちわへ印刷します

15人

デジタルカメラ、スマートホン（持
っていない人にはタブレット型端末
を貸し出します）、材料費（600円程
度）

園芸教室
11月12日㈫・26日㈫、
10：00～12：00
（計２回）

クリスマス・正月用の寄
せ植え

24人

ゴム手袋、新聞紙、スコップ、出来
上がった作品を入れる袋（45ℓのご
み袋くらいの大きさ）、材料費（１回
につき1,500～2,000円程度）

三
重
刑
務
所

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
９
１
４
４
）

三
重
矯
正
展

㈳
三
重
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・
３
６
７
１
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

広
告
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次
の
医
療
機
関
で
乳
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

検
診
日　

10
月
13
日
㈰（
直
接
、

医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要
）

医
療
機
関
名　

伊
勢
志
摩
レ
デ

ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク（
黒
瀬
町
、

☎
�
０
８
０
０
）

※
子
宮
が
ん
検
診
と
同
時
に
受

診
で
き
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
平
成
25
年
度
宝
く
じ
普
及

広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
、
次

の
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
中
須
区
会　

放
送
設
備
の
整

備

　

宇
治
山
田
港
の
放
置
艇
対
策

と
し
て
、
８
月
１
日
か
ら
、
今

一
色
漁
港
区
の
水
域
の
一
部
が

放
置
等
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
、
全
国
の
約
３
５

０
万
世
帯
を
対
象
に
、
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
住
宅
の
種

類
や
設
備
、
世
帯
の
状
況
な
ど

を
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
結
果

は
、
皆
さ
ん
の
豊
か
な
住
生
活

を
実
現
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。

　

９
月
21
日
㈯
〜
30
日
㈪
に
か

け
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
に
、
一
人
一
人
が
交
通
安

全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止（
反
射
材
の
着
用
推
進

と
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
徹

底
）

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

法
務
局
で
は
、
10
月
６
日
に

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局

で
休
日
相
談
所
を
開
設
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
市
内
で
は
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時（
受
け
付
け
は

午
後
２
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢

ラ
ラ
パ
ー
ク
・
１
階
は
あ
と
広
場

内
容　

登
記（
売
買
・
相
続
・

土
地
境
界
・
建
物
新
築
・
会
社

設
立
な
ど
）、
戸
籍
・
国
籍（
婚

姻
・
養
子
縁
組
な
ど
）、供
託（
地

代
ト
ラ
ブ
ル
・
家
賃
ト
ラ
ブ
ル
・

給
料
差
し
押
さ
え
な
ど
）、
人

権（
近
隣
関
係
・
い
じ
め
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
）、
公
正
証

書（
遺
言
・
成
年
後
見
な
ど
）に

関
す
る
相
談

相
談
員　

津
地
方
法
務
局
職

員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委

員
な
ど

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

（
☎
�
６
１
５
８
）

全
国
一
斉

法
務
局
休
日
相
談
所

交
通
政
策
課（
☎
�
５
５
０
８
）

９
月
21
日
㈯
～
30
日
㈪

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

お
知
ら
せ

監
理
課（
☎
�
５
５
８
２
）

伊
勢
建
設
事
務
所
管
理
課

（
☎
�
５
２
０
２
）

宇
治
山
田
港
で

放
置
等
禁
止
区
域
を
指
定

放
置
艇
対
策

情
報
調
査
室（
☎
�
５
５
０
７
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
！

市
民
交
流
課（
☎
�
５
５
６
３
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

乳
が
ん
検
診

実
施
医
療
機
関
を
追
加

　「広報いせ」９月１日号・30ページに掲載しました
「消防団員を募集」の記事について、次のとおり誤り

がありましたので、お詫びして訂正します。

約７割の消防団員が本来の仕事を持ちながら在籍

しており、

多くの消防団員が本業を持ちながら在団しており、

お詫びと訂正 消防本部消防課（☎�１２１６）

誤

正

予
算
額︹
平
成
25
年
度
︺

６
２
７
万
３
千
円（
全
額
が
国

か
ら
の
交
付
金
収
入
）
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時９月21日㈯、①14：00～15：45・②17：00～21：00
（荒天の場合は９月22日㈰に延期）　所①宮川親水
公園、②小俣中学校　内①船みこしの川渡し、②よ
さこい・太鼓・木遣り・ダンスなどのステージイベ

ントの後、手筒花火とミニスターマインが祭りを締

めくくります

時10月５日㈯、14：00～17：00　所ハートプラザみ
その　内結婚コンサルタントの活動をしながら「博
多の歴女」として日本の歴史・文化を発信する白駒

妃登美さんによる講演会「歴史から紐解く日本人の

夢の叶え方」と、松阪商業高校ギター部による演奏

会　定200人　料大人…前売り2,000円・当日2,500
円、学生…前売り1,000円・当日2,500円　申電話ま
たは申し込み用ホームページ（ http:/ /kokucheese.
com/event/index/98775/）で同会へ

時10月10日㈭、13：30～16：00　所市役所本館・２階
２－１会議室　内相続手続き・遺言書、許認可申請、
法人設立、権利義務、契約書作成などの相談　定10
人（事前予約５人・当日受け付け５人〔いずれも先着

順〕）　申事前に同会へ

時10月23日㈬、13：30～15：00　所宮川医療少年院
対市内在住の20歳以上の人　内矯正教育の実施状
況の説明、施設見学会、少年による陶芸・木工作品

の販売（1個100～500円程度）　定35人（先着順）　申
９月17日㈫～10月18日㈮に、電話で同院へ（１組２
人まで）

時10月14日㈷・17日㈭、9：00～12：00　所勢京ビジ
ネス専門学校（一之木４丁目15－14）　内「ムービー
メーカー」というソフトを使って、携帯電話の写真

からフォトムービー作りをします（携帯電話かスマ

ートホンを持参）　料200円　定各15人（先着順）
申電話で同校へ

時10月～平成26年３月の①第１・３火曜日・②第２・
４火曜日、19：00～20：30　所朝熊ふれあい会館
内①初級・②日常会話コース。講師は①李

り

夢
む

迪
てき

さん・

②朱
しゅ

慧
けい

玲
れい

さん（共に皇學館大学留学生）です。　定各
15人（先着順）　料①②月額1,000円　申事前に同会
へ

おばたまつり

白
しら

駒
こま

妃
ひ

登
と

美
み

講演会
＆松阪商業高校ギター部演奏会

行政書士による無料相談会

宮川医療少年院募集参観

お役立ち無料ソフトを使おう

中国語（①初級②日常）会話講座

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

おばたまつり実行委員会・杉浦さん（☎29-5388）

夢
ゆめかなえるかい

叶 会・西川さん（☎090-2777-9320）

三重県行政書士会伊勢支部（☎050-3738-6212）

宮川医療少年院（☎22-4844）

時10月20日㈰、14：00～17：00（開場は13：15）　所
観光文化会館・大ホール　対小学生以上　内伊勢を
中心に活躍する音楽家たちと伊勢のオーケストラ

「伊勢管弦楽団」が力を合わせます。ユーモアたっ

ぷりの喜歌劇を日本語でお楽しみいただけます。生

のオーケストラに本格的な舞台・聴きなじみのある

音楽など魅力満載です。　料大人…前売り3,000円・
当日3,500円、高校生以下…前売り1,500円・当日
2,000円（全席自由席）
※入場券は、観光文化会館で販売しています。

「オーケストラ入り」公開練習（入場自由）
時９月29日㈰、10：00～17：00　所生涯学習センタ
ーいせトピア・多目的ホール

伊勢市民オペレッタ「こうもり」
伊勢市民オペレッタ「こうもり」実行委員会

笠井さん（☎090-4796-5815）

勢京ビジネス専門学校（☎28-4739）

伊勢嵩
すう

山
ざん

友好会（☎25-3922）

時とき  所ところ　対対象 　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

11月15日号＝９月30日㈪
12月１日号＝10月15日㈫

イベント掲示板
&みんなの広場

掲載申し込み
締め切り

時10月５日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４号
館431教室　内講座「社会臨床とまちづくり」筒井
琢磨さん（皇學館大学現代日本社会学科教授）

皇學館大学月例文化講座
皇學館大学（☎22-8600）



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎�2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成25年度予算〕 　　2,500万円（24回分）

発行日／平成25年９月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第125号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

伊勢総合病院 新病院建設推進課（☎�９０５２）

新病院建設に向けて 　市および伊勢総合病院では、

新病院の建設に向け、昨年度に

「新市立伊勢総合病院建設基本

計画」を策定し、今年４月から

建設地の測量・地質調査と、敷

地造成のための設計業務を進め

ています。

　開院までの間、調査・工事な

どでご迷惑をお掛けしますが、

ご理解・ご協力をお願いします。

新病院建設にかかる予算額
〔平成25年度〕 5,080万円

　新病院建設に向けての取り組み状況は、伊勢総合病院のホームページ（ http://
hospital.city.ise.mie.jp/）でご覧いただけます。進捗状況を随時更新していきます。

　新病院の開院時期は、建設基本計画では平成

31年５月と予定していましたが、建設設計業務

の早期発注などにより建設スケジュールを短縮

し、平成30年５月の開院予定に変更しました。（下

表参照）

　新病院建設に伴う排水対策として調整池用地が

必要となったことから、敷地の拡張について、当

初計画の約4,000㎡に約2,000㎡を追加することと

しました。（右図参照）

建設スケジュールを短縮しました

敷地拡張の見直しをしました

現病院

新病院建設場所

当初計画の敷地拡張　約4,000㎡

新病院の建設場所

見直しによる追加　約2,000㎡

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

新病院建設スケジュール

※建設スケジュールは、今後の進捗状況に応じて変更することがあります。

開 

院 

︵
平
成
30
年
５
月
︶

敷地造成測量調査・土木設計

敷地造成工事

建　築　設　計

建　築　工　事

移転
準備

現病院解体・
駐車場整備工事
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